
富草小学校入学式（4月 4日）

ズキドキの
　小学校生活が始まるよ !!

主な内容
◆ 第１回議会臨時会 ・・・・・・・・ ２
◆ 第２回議会定例会報告 ・・・ ２〜３
◆ 各常任委員会　  ・・・・・・・ ３〜９
◆ 附帯決議提出　予算決算常任委員会 ・・ 9
◆ 勉強会報告、議会の動き ・・・・・・ 10
◆ 町長あいさつから ・・・・・・・ 11
◆ 一般質問 ・・・・・・・・・ 12 〜 16
◆ 阿南二中要望活動、編集後記 ・・・・・ 16
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●

議
案
第
２
号　
犯
罪
被
害
者

等
支
援
条
例
に
つ
い
て

　

犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
に
基

づ
き
、
町
の
責
任
、
町
民
・
事

業
所
の
役
割
の
明
確
化
等
犯
罪

被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
基

本
理
念
を
定
め
た
条
例
を
新
た

に
制
定
。

●

議
案
第
３
号　
特
別
職
の
職

員
で
常
勤
の
者
の
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

●

議
案
第
4
号　
職
員
の
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

以
上
２
件
は
、
出
張
時
の
旅

費
日
当
を
加
え
る
改
正
。　
　

●

議
案
第
５
号　
消
防
団
員
等

公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

補
償
基
礎
額
の
引
き
上
げ
に

伴
う
改
正
。

●

議
案
第
６
号　
土
地
開
発
基

金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

近
年
の
社
会
情
勢
を
踏
ま

え
、
用
地
を
先
行
取
得
す
る
必

要
性
が
低
下
し
て
い
る
た
め
の

条
例
廃
止
。

●

議
案
第
７
号　
介
護
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

第
９
期
介
護
事
業
計
画
に
よ

る
介
護
保
険
料
等
改
定
の
た
め

の
改
正
。

●

議
案
第
８
号　
介
護
保
険
法

に
基
づ
く
指
定
居
宅
介
護
支
援

等
の
事
業
の
従
事
者
及
び
運
営

の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●

議
案
第
９
号　
指
定
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
の
従
業
者
、
設

備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

●

議
案
第
10
号　
指
定
介
護
予

防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び

運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
等

に
係
わ
る
介
護
予
防
の
た
め
の

効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●

議
案
第
11
号　
指
定
地
域
密

着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並

び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
に
係
わ
る
介
護
予

防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の

方
法
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て　
　

以
上
４
件
は
、
関
係
省
令
の

一
部
改
正
に
伴
う
改
正
。　
　

●

議
案
第
12
号　
町
営
住
宅
等

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

●

議
案
第
13
号　
町
営
住
宅
の

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て　

　

以
上
２
件
は
、
公
営
旧
県
営

住
宅
御
供
団
地
７
戸
と
公
営
大

村
団
地
２
戸
を
町
営
住
宅
へ
用

途
変
更
及
び
名
称
変
更
す
る
改

正
。　
　
　

●

議
案
第
14
号　
簡
易
水
道
事

業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て　

　

国
の
水
道
事
業
が
国
土
交
通

省
と
環
境
省
に
移
管
さ
れ
る
た

め
の
改
正
。

●

議
案
第
15
号　
阿
南
町
簡
易

水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
自
治
法
改
正
に
伴
う
条

文
の
改
正
。

●

議
案
第
16
号　
特
定
教
育
・

保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
に
つ
い
て

　

関
係
法
の
一
部
改
正
に
伴
な

う
改
正
。

●

議
案
第
17
号　
化
石
館
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て　
　

化
石
展
示
館
の
建
設
に
伴
う

所
要
の
改
正
。

　
　

以
上
16
件

　
　
　
　
　
原
案
ど
お
り
可
決

●

議
案
第
18
号　
令
和
５
年
度

阿
南
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）
に
つ
い
て

●

議
案
第
19
号　
令
和
６
年
度

阿
南
町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い

て●

議
案
第
20
号　
令
和
６
年
度

阿
南
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て

●

議
案
第
21
号　
令
和
６
年
度

阿
南
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

●

議
案
第
22
号　
令
和
６
年
度

阿
南
町
介
護
保
険
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

●

議
案
第
23
号　
令
和
６
年
度

阿
南
町
簡
易
水
道
事
業
会
計
予

算
に
つ
い
て

●

議
案
第
24
号　
令
和
６
年
度

阿
南
町
下
水
道
事
業
会
計
予
算

に
つ
い
て

　

以
上
７
件
は
、
予
算
決
算
常

任
委
員
会
報
告
を
確
認
く
だ
さ

い
。

　
　
以
上
7
件

　
　
　
　
　
原
案
ど
お
り
可
決

●

発
委
第
１
号　
令
和
６
年
度

条
例
案
件　
16
件

予
算
案
件　
７
件

議
案
第
１
号　
令
和
5
年
度
阿

南
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

6
号
）

　

１
，
９
６
３
万
９
千
円
追
加

総　

額

　

49
億
１
，
５
４
２
万
３
千
円

　

低
所
得
世
帯
支
援
給
付
金
、

能
登
半
島
地
震
被
災
へ
の
支

援
、
戸
籍
法
改
正
に
伴
う
シ
ス

テ
ム
改
修
に
よ
る
増
額
補
正
。

　
　
　
　
　

原
案
ど
お
り
可
決

　

令
和
6
年
第
1
回
臨
時
議
会

は
、
1
月
25
日
㈭
開
催
さ
れ

た
。

今後戸籍に読み仮名表記

第
１
回

　
議
会
臨
時
会

　
第
2
回
議
会
定
例
会
は
、
3
月
5
日
㈫
開
会
。
8
日
㈮
に

社
会
文
教
・
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
、
及
び
11
日
㈪
に

予
算
決
算
常
任
委
員
会
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
。
3
月
18
日
㈪
に

閉
会
さ
れ
た
。

第
２
回
議
会
定
例
会（
３
月
） 

報
告

令
和
６
年
度
予
算
可
決
成
立
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催
。
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い

て
審
議
し
た
。

●

議
案
第
２
号　
犯
罪
被
害
者

等
支
援
条
例
に
つ
い
て

●

議
案
第
７
号　
介
護
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

●

議
案
第
８
号　
介
護
保
険
法

に
基
づ
く
指
定
居
宅
介
護
支
援

等
の
事
業
の
従
業
者
及
び
運
営

の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●

議
案
第
９
号　
指
定
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
の
従
業
者
、
設

備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

●

議
案
第
10
号　
指
定
介
護
予

防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び

　

3
月
8
日
㈮
午
後
1
時
25
分

か
ら
協
議
会
室
に
於
い
て
開

催
。
提
案
付
託
案
件
に
つ
い
て

審
議
し
た
。

◎
付
託
案
件
の
審
査

●

議
案
第
3
号　
特
別
職
の
職

員
で
常
勤
の
者
の
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

●

議
案
第
4
号　
職
員
の
旅
費

機
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

●

議
案
第
5
号　
消
防
団
員
等

公
務
員
災
害
補
償
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●

議
案
第
6
号　
土
地
開
発
基

金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ

い
て

●

議
案
第
12
号　
町
営
住
宅
等

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

●

議
案
第
13
号　
町
営
住
宅
の

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●

議
案
第
14
号　
簡
易
水
道
事

業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

●

議
案
第
15
号　
阿
南
町
簡
易

水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
以
上
8
件

　
　
　
原
案
可
決
す
べ
き
も
の

◎
そ
の
他

●

議
案
第
26
号　
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

●

議
案
第
27
号　
和
合
辺
地
対

策
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ

い
て

●

同
意
第
1
号　
阿
南
町
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
同
意
に
つ
い
て

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

社
会
文
教
常
任
委
員
会

主
な
審
議
内
容

主
な
審
議
内
容

一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
附
帯

決
議
（
別
紙
参
照
）

　
　
　
　
　
原
案
ど
お
り
可
決

●

議
案
第
26
号　
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
阿
南
荘
及
び
小
規
模

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
太
陽
の

家
の
指
定
期
間
の
10
年
間
延
長

　
　
　
　
　
原
案
ど
お
り
可
決

●

議
案
第
27
号　
和
合
辺
地
対

策
総
合
整
備
計
画
の

変
更
に
つ
い
て　

　

和
合
上
防
災
ヘ
リ

ポ
ー
ト
建
設
事
業
の

追
加
、
林
道
大
沢
線

法
面
防
災
舗
装
工
事

の
事
業
費
増
額
、
林

道
売
木
う
つ
ぼ
線
山

村
強
靭
化
事
業
及
び

日
吉
飲
用
水
供
給
施

設
改
修
工
事
の
事
業

費
の
減
額

　
原
案
ど
お
り
可
決

同
意
第
１
号　
阿
南
町
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
同
意
に
つ
い
て

　

阿
南
町
富
草
５
２
０
１
番
地

　

熊
谷　

千
寿 

氏

同
意
第
２
号　
阿
南
町
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
同
意
に
つ
い

て
　

阿
南
町
富
草
５
２
９
０
番
地

　

小
林
ち
や
子 

氏

　
　
以
上
2
件

　
　
　
　
　
原
案
ど
お
り
同
意

●

議
案
第
28
号　
妨
害
予
防
等

請
求
事
件
の
和
解
に
つ
い
て

新
野
２
７
０
６
番
地
の
維
持
管

理
関
係
に
係
わ
る
和
解

　
　
　
　
　
原
案
ど
お
り
可
決

指
定
管
理
者
案
件　
１
件

１
件

　

３
月
８
日
㈮
午
前
８
時
55
分

か
ら
協
議
会
室
に
於
い
て
開

運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
に

係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果

的
な
支
援
の
方
法
の
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

●

議
案
第
11
号　
指
定
地
域
密

着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並

び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方

法
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●

議
案
第
16
号　

特
定
教
育
・

保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業

の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定

介
護
予
防
に
係
る
介
護
予
防
の

た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法

の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●

議
案
第
17
号　
化
石
館
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　
　
以
上
8
件

　
　
　
原
案
可
決
す
べ
き
も
の

辺
地
対
策
総
合

整
備
計
画
案
件

人
事
同
意
案
件　
２
件

和
解
案
件　
１
件

解体される町営新野団地 5・6号

ヘリポート建設地（大月地籍）
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予
算
決
算
常
任
委
員
会

　

３
月
18
日
㈬
午
前
9
時
か
ら
協
議
会
室
に
於
い
て
開
催
。
付
託

さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の

　

普
通
地
方
交
付
税
増
、
特
別

交
付
税
、
土
地
開
発
基
金
繰
入

金
、
事
業
費
確
定
に
よ
る
国
県

支
出
金
の
増
減
、
町
債
減
等
が

主
な
も
の
。

歳
出
の
主
な
も
の

　

財
政
調
整
基
金
積
立
、
減

債
基
金
積
立
、
道
整
備
交
付

金
事
業
、
消
防
団
嘱
託
員
等

退
職
報
奨
金
、
教
職
員
用
教

科
書
改
訂
版
等
購
入
費
他
等

を
追
加
増
額
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
等
整
備
費
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
費
、
医
療

職
就
学
資
金
貸
与
事
業
、
小

中
学
校
費
等
を
減
額
補
正
す

る
も
の
。

【
歳　
入
】

🅠�
保
育
負
担
金
、
健
和
会
病
院

利
用
者
負
担
金
は
、
病
児
保

育
施
設
は
下
伊
那
に
１
か
所

し
か
な
い
。
検
討
を
。

🅠� 
キ
ャ
ン
プ
場
、
利
用
者
減
で

収
入
減
。
冬
季
キ
ャ
ン
プ
経

営
で
収
入
見
込
め
な
い
か
。

🅐�
キ
ャ
ン
プ
場
運
営
は
現
状
4

月
末
か
ら
11
月
末
ま
で
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
委
託
。

通
年
運
営
可
能
か
ど
う
か
。

🅠� 
森
林
総
合
研
究
所
事
業
委
託

金
の
減
額
原
因
。

🅐� 
森
林
総
合
研
究
所
の
山
へ
行

く
道
中
、
昨
年
６
月
２
日
の

台
風
で
路
面
被
害
。
作
業
道

改
修
最
優
先
と
し
た
。
令
和

6
年
度
実
施
予
定
。

🅠� 
地
域
お
こ
し
協
力
隊
生
産
作

物
販
売
１
３
７
万
円
ほ
ど
の

収
入
内
容
と
活
動
内
容
。

🅐�
地
域
お
こ
し
協
力
隊
岡
田
氏

が
富
草
で
の
キ
ュ
ウ
リ
生
産

収
入
で
、
出
荷
先
は
信
州
ア

ト
ム
が
主
。
今
年
度
で
卒

業
。柿
研
修
受
講
し
、キ
ュ
ウ

リ
と
柿
続
け
る
と
の
こ
と
。

【
歳　
出
】

🅠� 
財
産
管
理
費
の
日
吉
水
道
組

合
負
担
金
、
フ
ッ
素
等
内
部

対
策
取
る
等
の
も
の
か
。
今

の
状
況
は
。

🅐� 
平
成
24
年
度
、
総
務
課
直
轄

再
生
緊
急
対
策
事
業
の
管
理

施
設
で
、
フ
ッ
素
検
出
に
よ

り
使
用
不
能
と
な
っ
た
。
今

年
度
新
水
源
と
浄
水
施
設
を

町
単
で
更
新
。
日
吉
水
道
組

合
加
入
者
減
と
、
施
設
電
気

料
高
騰
に
よ
り
、
過
去
に
遡

り
赤
字
部
分
負
担
金
支
払
い

す
る
。

🅠� 
賦
課
徴
収
費
過
誤
納
付
金
は

Ａ
Ｉ
利
用
で
、
事
業
予
測

し
、
過
誤
納
付
金
な
い
よ
う

予
測
さ
せ
ら
れ
な
い
か
。

🅐� 
そ
の
年
そ
の
年
の
条
件
違
う

の
で
難
し
い
。

🅠�
水
田
持
続
化
支
援
金
、
ア
ト

ム
、
蔵
等
販
売
農
家
へ
の
水

田
保
全
支
援
。
自
家
用
水
田

農
家
も
、
荒
廃
化
防
止
に
繋

が
っ
て
い
る
。
新
た
な
奨
励

金
等
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

🅐�
深
刻
な
問
題
は
担
い
手
不

足
。
十
年
後
の
担
い
手
の
た

め
に
新
た
に
取
り
組
ん
で
る

方
へ
重
き
を
置
く
必
要
性
を

私
見
だ
が
感
じ
て
い
る
。

🅠�
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
、
所
得
補

償
し
て
い
る
国
も
あ
る
。
国

が
考
え
る
こ
と
だ
が
、
田
舎

か
ら
も
声
を
あ
げ
る
べ
き
。

🅐�
検
討
し
ま
す
。

🅠�
サ
ル
被
害
多
発
。
捕
獲
頭
数

等
県
か
ら
制
限
あ
る
か
。

🅐� 
町
で
捕
獲
計
画
頭
数
を
県
へ

提
出
し
変
更
あ
れ
ば
再
提

出
。

🅠�
高
性
能
林
業
機
械
導
入
補
助

金
、
百
万
円
減
額
は
機
械
性

能
等
下
げ
た
の
か
。

🅐� 
機
械
落
札
価
格
が
低
く
抑
え

ら
れ
た
。

🅠�
道
路
新
設
改
良
費
、
電
柱
移

転
補
償
料
１
千
万
円
減
額
。

高
額
だ
が
、
何
本
移
転
予
定

だ
っ
た
の
か
。

🅐� 
１
本
約
１
０
０
万
円
。
施
工

箇
所
を
移
転
不
用
箇
所
に
変

更
。

🅠� 
耕
地
災
害
復
旧
事
業
国
庫
補

助
に
財
源
振
替
。
町
の
補
助

率
増
工
作
業
で
、
補
助
率
ど

の
位
に
な
っ
た
の
か
。

🅐�
激
甚
災
害
と
な
り
農
地
99
・

４
％
、
施
設
97
・
２
％
。
補

助
以
外
の
部
分
の
う
ち
、
農

地
2
％
と
施
設
5
％
が
被
災

者
負
担
と
な
る
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
，
１
２
１
万
３
千
円

の
追
加
補
正
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
50
億
７
，
６

６
３
万
６
千
円
と
す
る
も
の

減
債
基
金
積
立
金
及
び
有
害
鳥
獣
駆
除
補
助
金
を
増
額
他

主
な
審
議
内
容

令和 6年度サル用捕獲網購入

新年度学校教科書改訂版
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か
ら
な
い
。
年
度
計
画
も
見

え
て
い
な
い
。

🅐�
令
和
6
年
度
は
造
成
の
み
。

広
報
等
で
示
し
た
も
の
が
、

現
在
の
全
て
。

🅠�
美
術
館
と
西
尾
実
記
念
館
統

合
等
検
討
の
話
も
あ
っ
た
。

最
終
ゴ
ー
ル
な
い
と
、
追
加

予
算
発
生
。
議
会
側
へ
の
具

体
的
構
想
説
明
と
意
見
聴
取

を
。

🅐�
現
在
、
国
へ
申
請
し
た
も
の

全
て
を
説
明
し
て
き
て
い

る
。
決
ま
り
次
第
説
明
し
て

い
く
。

🅠� 
町
民
は
、
突
然
、
山
が
裸
に

な
り
、
何
が
始
ま
っ
た
か
と

感
じ
た
。
駐
車
場
整
備
等
は

示
さ
れ
た
が
、
ど
う
活
用
さ

れ
て
い
く
の
か
見
え
な
い
。

🅐� 
ま
だ
周
知
不
足
も
あ
る
の
か

と
思
う
。

🅠� 
町
民
向
け
に
年
次
計
画
等
具

体
的
に
示
し
た
一
覧
表
入
り

の
図
面
等
も
い
た
だ
き
た

い
。

🅐� 
町
民
に
わ
か
り
や
す
い
資
料

等
示
す
よ
う
に
す
る
。

🅠� 
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
施
設
等
の

統
合
等
は
ど
う
な
の
か
。

財
政
状
況
に
つ
い
て

　

一
般
会
計
起
債
借
入
お
よ
び

残
高
等
に
か
か
る
推
移
（
資
料

1
参
照
）

※ 

赤
色
折
れ
線
グ
ラ
フ
…
当
初

予
算
の
推
移

※ 

青
色
折
れ
線
グ
ラ
フ
…
地
方

債
現
在
高
（
町
総
借
金
額
）

※ 

灰
色
棒
グ
ラ
フ
…
地
方
債
借

入
額
（
そ
の
年
の
町
借
金

額
）

※ 

橙
色
棒
グ
ラ
フ
…
償
還
元

金
（
そ
の
年
町
が
返
す
元
金

額
）

※ 

緑
色
折
線
グ
ラ
フ
…
地
方
交

付
税
（
町
の
収
入
の
半
分
が

こ
の
国
か
ら
の
自
由
裁
量
の

交
付
金
）

【
歳　
入
】

🅠� 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
森
整
備
関

係
は
教
育
委
員
会
部
分
だ
け

か
。
全
体
計
画
、
ハ
ー
ド
部

分
し
か
見
え
な
い
。
全
体
5

か
年
計
画
中
、
教
育
委
員
会

関
係
と
総
務
課
防
災
関
係
。

防
災
拠
点
な
ら
避
難
時
、
施

設
の
対
処
能
力
等
想
定
等
わ

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
総
額
44

億
４
，
４
５
０
万
円
（
前
年
度

比
9.5
％
増
）
と
す
る
も
の
。

歳
入
の
主
な
も
の

　

地
方
交
付
税
、
国
県
支
出

金
、
町
税
、
町
債
他

歳
出
の
主
な
も
の

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
森
周
辺
造

成
工
事
、
和
合
防
災
ヘ
リ
ポ
ー

ト
建
設
、
ガ
ン
患
者
ア
ピ
ア
ラ

ン
ス
ケ
ア
（
医
療
用
補
整
具
）

助
成
、
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
助

成
他

Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R 1 R 2 R 3 R 4 R 5 R 6 R 7 R 8 R 9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

起債借入金及び残高等にかかる年度別推移（一般会計） 単位：百万円

100

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

1,100
折れ線グラフ 棒グラフ

地方債現在高の推移
徐々に減少もR2阿南学園建設開始

当初予算額の推移
R6はH20から過去最高額！

地方債借入額
R2～R3阿南学園建設
R7以降2億見込み
R7、8は+CATV工事

償還元金
R4は約8千万円、
R5、6は約1.7億円
繰上げ償還

地方交付税の推移
H30最低値 20.2 億円
R3最高値23.9 億円

R6.2.19現在

地方債借入額
償還元金
地方債現在高
地方予算総額
地方交付税

一般会計 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

当初予算総額 3,786 3,850 3,560 3,934 3,728 3,879 3,718 3,829 3,886 3,561 3,473 3,942 4,190 3,967 3,875 4,060 4,445

地方債現在高 4,160 3,726 3,227 2,886 2,692 2,705 2,481 2,262 2,208 1,992 1,795 1,785 1,973 2,507 2,472 2,375 2,482 2,642 2,821 2,750 2,663 2,542 2,388 2,221 2,050 1,916

地方債借入金 199 151 61 163 286 409 167 169 259 112 108 297 459 788 285 346 532 425 425 200 200 200 200 200 200 200

償還元金 619 585 560 504 479 397 390 389 313 329 305 306 271 254 320 443 425 264 247 271 288 321 354 367 370 334

地方交付税 2,197 2,249 2,397 2,360 2,330 2,331 2,253 2,246 2,194 2,079 2,021 2,042 2,185 2,396 2,331 2,362

単位：百万円（百万円以下四捨五入）

令和６年度一般会計予算

主
な
審
議
内
容

コミュニティの森整備事業、
防災ヘリポート建設他
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🅐�
教
育
委
員
会
と
の
す
り
合
わ

せ
を
行
っ
て
い
く
。

🅠�
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
一
部
の
村
が
飯
田

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
移
行
す

る
が
影
響
は
。

🅐�
現
在
西
南
部
阿
南
以
外
6
村

（
平
谷
、根
羽
、下
条
、泰
阜
、

売
木
、
天
龍
）
で
、
泰
阜
村
、

天
龍
村
が
移
行
予
定
。
令
和

7
年
度
か
ら
共
有
部
分
負
担

金
減
少
予
定
。

🅠� 
主
要
道
路
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
の
、
県
警
補
助
事
業

は
。

🅐�
防
犯
目
的
、
主
要
路
線
に
設

置
。食
彩
館
前
、早
稲
田
交
差

点
、
新
野
道
の
駅
、
役
場
本

庁
4
カ
所
。
中
部
電
力
電
柱

付
属
の
見
守
り
ポ
ー
ト
の
シ

ス
テ
ム
モ
デ
ル
。
取
り
付
け

１
台
30
万
円
程
。
県
警
察
か

ら
全
体
25
万
円
上
限
補
助
。

捜
査
協
力
等
に
も
使
用
。
維

持
管
理
費
１
台
年
２
万
円
発

生
。

🅠�
録
画
・
ラ
イ
ブ
等
、
デ
ー
タ

管
理
等
ど
う
な
る
の
か
。

🅐� 
管
理
は
中
電
が
行
い
、
デ
ー

タ
は
あ
る
程
度
蓄
積
し
、
上

書
き
さ
れ
て
い
く
。
Ｗ
ｉ
Ｆ

ｉ
で
デ
ー
タ
確
認
等
の
方

法
。
維
持
管
理
費
は
令
和
7

年
度
か
ら
発
生
。

🅠� 
町
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の

勤
勉
手
当
支
給
関
係
は
。

🅐�
条
例
制
定
必
要
。
飯
伊
の
様

子
見
と
な
る
。
期
末
手
当
は

一
般
職
員
と
同
率
だ
が
、
勤

勉
手
当
支
給
に
は
、
一
般
職

員
同
様
、
人
事
評
価
が
セ
ッ

ト
。
能
力
評
価
あ
り
、
会
計

年
度
任
用
職
員
の
意
向
確
認

必
要
。
今
は
考
え
て
い
な
い

が
、
検
討
。

🅠� 
顧
問
弁
護
士
委
託
料
1
名

分
。
年
間
、
案
件
は
あ
る
の

か
。

🅐� 
訴
訟
ま
で
行
く
も
の
は
希
。

相
談
業
務
が
多
く
あ
り
、
現

弁
護
士
は
今
年
度
ま
で
、
新

弁
護
士
と
な
る
。

🅠�
新
野
ふ
れ
あ
い
館
ス
ロ
ー

プ
、
両
側
手
す
り
設
置
か
。

🅐� 
手
す
り
、
ス
ロ
ー
プ
部
滑
り

止
め
等
安
全
対
策
検
討
中
。

🅠� 
職
員
県
派
遣
補
助
金
、
町
職

員
派
遣
し
、
県

か
ら
も
職
員
来

る
の
か
。

🅐�
高
齢
者
医
療
の

市
町
村
広
域
連

合
に
2
年
間
1

名
派
遣
。
県
で

は
な
い
た
め
、
広
域
か
ら
補

助
金
対
応
。
人
的
派
遣
な

し
。

🅠� 
議
会
議
事
録
、
外
部
委
託
で

な
く
、
Ａ
Ｉ
等
の
検
討
は
。

🅐� 
方
言
、
固
有
名
詞
等
拾
え
な

い
等
、
ま
だ
難
し
い
。
無
料

の
も
の
は
色
ん
な
音
を
拾
っ

て
し
ま
い
、
精
度
低
い
。
検

討
。

🅠� 
市
町
村
合
同
婚
活
イ
ベ
ン
ト

負
担
金
内
容
や
効
果
は
。

🅐� 
泰
阜
村
、
天
龍
村
等
で
開

催
。
参
加
者
負
担
金
も
徴
収

し
、
運
営
費
部
分
の
負
担

金
。
効
果
は
ま
だ
見
え
て
い

な
い
。

🅠� 
町
民
バ
ス
減
便
と
な
っ
て
い

る
が
、
今
回
バ
ス
の
更
新
を

す
る
の
か
。

🅐�
町
民
バ
ス
は
３
年
位
前
に
減

便
。
南
部
公
共
バ
ス
１
台

２
，
３
０
０
万
円
程
で
購
入

予
定
。

🅠� 
防
火
水
槽
の
改
修
説
明
を
。

🅐� 
県
営
中
山
間
事
業
で
改
修
。

令
和
5
年
度
、粟
野
２
基
、井

戸
１
基
実
施
。
初
期
消
火
用

40
㎥
、
耐
用
年
数
約
50
年
。

貯
水
量
減
っ
た
分
消
火
栓
か

ら
ホ
ー
ス
で
補
充
。

🅠� 
職
員
の
新
規
採
用
、
退
職
等

の
状
況
と
職
員
数
は
。

🅐� 
退
職
者
1
名
、
新
規
採
用
も

あ
る
が
、
定
員
不
足
。

🅠�
区
要
望
等
、
間
に
合
わ
な
い

状
況
。
そ
の
後
の
対
策
は
。

🅐� 
今
後
検
討
予
定
。

🅠� 
が
ん
患
者
へ
の
ア
ピ
ア
ラ
ン

歳入 単位：千円

地方交付税 2,011,000
町債（過疎債他） 532,100
町税 401,850
国庫支出金（コミュニティ造成等） 377,266
使用料手数料 225,928
県支出金 216,066
繰入金（基金等） 207,114
各種交付金（地方特例交付金他） 137,580
寄付金（ふるさとあなん寄付金等 ) 104,200
地方譲与税 90,187
その他 141,209

歳入 単位：千円

道路新設改良事業 313,153
都市再生整備計画事業（コミュニティの森） 201,500
防災行政無線デジタル化事業 131,403
ふるさとあなん寄付金事業（農業支援） 100,000
清掃費一般事業 77,228
地域公共バス運行事業 50,706
橋梁長寿命化事業 48,700
森林環境整備事業 37,675
防災ヘリポート建設事業 21,555
水田農業経営持続化支援金事業 16,000
体育施設運営事業 10,280
インフル・肺炎球菌・帯状疱疹予防接種事業 6,724
均等割課税世帯給付金・定額減税給付金 6,379
化石館運営事業 5,566
町営住宅解体事業 4,172
空家利用促進事業 3,234
コンビニエンスストア誘致事業 357
ガン患者アピアランスケア助成事業 120

令和 6年度　阿南町一般会計予算主なもの

新規・拡充事業

県営中山間事業防火水槽（R5粟野）
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ス
ケ
ア
助
成
内
容
と
対
象

者
。

🅐�
ウ
ィ
ッ
グ
や
乳
房
等
の
補
整

具
助
成
。
1
人
２
万
円
の
６

人
分
。
県
半
額
補
助
。

🅠� 
保
健
衛
生
費
ふ
っ
と
ふ
っ
と

予
算
増
額
は
、
新
事
業
か
。

🅐�
増
は
、
コ
ロ
ナ
渦
で
老
人
ク

ラ
ブ
等
休
止
部
分
復
活
等
。

保
育
園
等
も
あ
る
。

🅠�
住
民
税
務
課
、
債
務
負
担
関

係
に
つ
い
て
の
詳
細
を
。

🅐� 
戸
籍
シ
ス
テ
ム
関
係
で
、
全

国
統
一
様
式
等
共
通
化
す
る

も
の
。
令
和
6
年
度
、
デ
ー

タ
抽
出
が
主
、
7
年
度
ま
で

の
2
年
間
実
施
。

🅠�
法
人
税
昨
年
度
よ
り
減
少
し

た
理
由
は
。

🅐� 
天
龍
村
ト
ン
ネ
ル
工
事
会

社
、
工
事
終
了
に
伴
い
41
万

円
程
減
。

🅠�
滞
納
整
理
努
力
し
て
い
る

が
、
ま
だ
ま
だ
と
感
じ
る
。

反
面
、
基
金
利
子
収
入
が
昨

年
度
よ
り
６
百
万
円
ほ
ど
増

額
。
昨
年
度
会
計
管
理
者

が
、
資
金
運
用
成
果
が
反
映

さ
れ
た
。

🅐�  

20
年
間
積
立
。
1
％
の
利
子

が
6
百
万
円
ほ
ど
増

見
込
み
。

🅠� 
出
張
所
施
設
の
関

係
、
色
々
ご
意
見
あ

る
。

🅐�
富
草
福
祉
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
に
防
災
関
係

起
債
利
用
し
エ
ア
コ

ン
完
備
の
予
定
。
新

野
ふ
れ
あ
い
館
手
す

り
と
滑
り
止
め
等
検

討
し
実
施
予
定
。

🅠� 
補
正
で
も
出
た
が
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
就
業
・
創
業
移
住
支

援
事
業
補
助
金
、
東
京
移
住

者
分
、
計
上
し
て
あ
る
が
。

🅐�
予
定
な
い
が
、
1
人
分
１
０

０
万
円
計
上
。
国
半
額
補

助
。
東
京
以
外
の
方
は
県
補

助
と
な
る
。

🅠� 
ふ
る
さ
と
納
税
減
対
策
は
。

🅐�  

6
年
度
経
費
見
直
し
と
楽
天

サ
イ
ト
新
規
利
用
。
4
月
16

日
か
ら
募
集
開
始
。
経
費
セ

ゾ
ン
と
、
同
率
の
7
％
。

🅠� 
土
地
改
良
地
滑
り
委
員
報
酬

等
金
額
基
準
は
。

🅐� 
見
回
り
、
日
報
提
出
業
務
。

県
直
接
支
払
い
で
、
区
域
面

積
で
報
酬
額
決
定
さ
れ
て
い

る
。

🅠�
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
稼
働
状

況
は
ど
う
か
。

🅐�‌
４
月
１
日
よ
り
20
戸
。

🅠�
早
稲
田
公
園
草
刈
等
、
管
理

委
託
だ
が
、
門
原
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
周
辺
も
地
元
高
齢

化
、
管
理
が
困
難
と
な
る
。

検
討
を
。

🅐� 
早
稲
田
公
園
回
り
以
前
職
員

が
し
て
い
た
が
、
ケ
ガ
を
し

今
は
委
託
と
な
っ
た
。

🅠� 
昨
年
度
農
地
畦
畔
締
固
め
補

助
新
設
。
高
畦
畔
等
、
積
極

的
に
利
用
し
、
災
害
に
備
え

る
よ
う
推
進
を
。

🅐� 
３
件
ほ
ど
新
年
度
分
が
出
て

き
て
い
る
。

🅠� 
森
林
譲
与
税
、
今
年
度
か
ら

個
人
が
１
０
０
０
円
納
付
。

人
口
割
重
視
さ
れ
る
と
町
へ

の
譲
与
金
減
と
な
る
が
、
配

分
基
準
は
。

🅐� 
森
林
面
積
、人
口
割
、林
業
従

事
者
等
で
計
算
。
今
年
度
か

ら
森
林
面
積
配
分
増
。
都
市

部
に
多
額
配
分
抑
制
予
定
。

今
回
、
２
，
５
０
０
万
円
が

２
，
９
０
０
万
円
程
に
な
っ

た
。

🅠� 
プ
ラ
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
過
程

ど
う
変
わ
る
。
作
っ
て
売
っ

た
業
者
が
責
任
も
っ
て
集
め

れ
ば
良
い
話
。
配
当
金
な
い

か
。

🅐�
今
配
当
は
無
い
。
硬
質
プ
ラ

は
稲
葉
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

処
理
出
来
な
く
な
る
。
4
月

か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
と

し
、
恵
那
工
業
収
集
。
容
器

包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
協
会
へ

引
き
渡
し
。

🅠� 
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
業

務
委
託
の
内
容
。

🅐� 
森
林
関
係
全
般
の
相
談
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
。
役
場
へ
飯
伊
森

林
組
合
職
員
1
名
常
駐
。

🅠� 
鳥
獣
駆
除
関
係
。
イ
ノ
シ
シ

増
と
の
こ
と
、
狩
猟
免
許
取

得
者
の
方
は
ど
う
か
。

🅐� 
数
年
前
豚
熱
で
壊
滅
し
、

徐
々
に
ま
た
増
え
て
き
た
。

若
い
方
で
猟
銃
免
許
１
件
。

許
可
取
消
者
の
把
握
し
て
い

な
い
。

🅠�
生
コ
ン
支
給
予
算
。
振
興

課
、
建
設
環
境
課
そ
れ
ぞ
れ

計
上
。
地
元
で
技
術
あ
る
方

減
少
。
実
施
区
も
減
少
と
思

う
が
、
町
で
技
術
指
導
等
考

え
る
必
要
は
。

🅐� 
町
道
関
係
減
、
施
工
面
も
荒

い
。
指
導
ま
で
町
考
え
て
い

な
い
が
、
丁
寧
な
仕
上
げ
心

掛
け
て
も
ら
う
。

🅠� 
雪
か
き
未
除
雪
箇
所
あ
り
、

業
者
除
雪
基
準
あ
る
の

か
。

🅐� 
基
本
積
雪
10
㎝
以
上
。

🅠� 
か
じ
か
の
湯
敷
地
の
新
化

石
施
設
の
料
金
と
管
理
人

等
は
。ま
た
、オ
ー
プ
ン
時

期
と
併
せ
国
道
へ
の
看
板

周
知
等
は
考
え
る
べ
き
。

🅐� 
化
石
館
と
同
料
金
徴
収

し
、
か
じ
か
の
湯
や
陶
芸

体
験
館
と
の
イ
ベ
ン
ト
共

催
等
考
慮
し
、
シ
ダ
ッ
ク

ス 

大
新
東
に
管
理
委
託
を

予
定
。
化
石
館
の
分
館
「
化

石
展
示
館
」
と
し
て
4
月
10

日
に
地
元
の
方
の
見
学
プ
レ

オ
ー
プ
ン
予
定
し
、
4
月
20

日
オ
ー
プ
ン
予
定
。
国
道
看

板
予
定
は
な
い
が
考
え
る
。

🅠� 
か
じ
か
の
湯
の
委
託
料
が
増

額
と
な
る
の
か
。
現
在
の
化

石
館
に
勤
務
頂
い
て
い
る
方

達
等
詳
し
い
方
等
引
続
き
お

願
い
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま

し
い
。

🅐� 
シ
ル
バ
ー
人
材
に
近
い
相
当

額
に
て
か
じ
か
の
湯
と
は
別

契
約
。
シ
ル
バ
ー
人
材
で
依

頼
し
て
い
る
方
達
も
化
石
館

土
日
開
館
予
定
で
、
引
続
き

依
頼
。

化石展示館　4月 20日㈯オープン

ふるさと納税「あなんの誉」梱包作業
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🅠� 
西
尾
実
記
念
館
収
入
計
上
あ

る
が
、
来
場
者
見
込
み
は
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
森
整
備
事

業
で
来
場
者
向
上
対
策
等
も

検
討
。

🅐�
実
績
無
い
。
小
中
学
校
先
生

の
研
修
等
で
無
償
利
用
が
多

い
現
状
。

🅠� 
阿
南
少
年
自
然
の
家
の
諸
収

入
が
１
千
万
円
超
見
込
み
、

コ
ロ
ナ
以
前
に
回
復
か
。
ま

た
、
県
か
ら
の
移
管
問
題
、

県
か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
あ
っ
た

か
。

🅐� 
予
約
等
増
。
延
べ
１
万
人
超

予
定
。
主
催
事
業
等
増
や
す

予
定
。
3
月
中
に
県
か
ら
何

ら
か
の
ア
ク
シ
ョ
ン
予
定
。

（
結
果
、
結
論
先
送

り
、
県
も
検
討
を
重

ね
る
こ
と
と
な
っ

た
）

🅠�
自
然
の
家
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
除
草
等
管

理
、
利
用
者
高
齢
化

進
ん
で
い
る
。

‌🅐�
自
然
の
家
大
会
あ
り

職
員
草
刈
等
す
る

が
、
利
用
者
も
管
理

し
て
く
れ
て
い
る
。

新
年
度
、
体
育
施
設
管
理
費

で
除
草
等
予
算
計
上
。

🅠�
町
の
育
成
会
事
業
実
施
状
況

は
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
兼
務
活
動
辛
い

と
の
声
あ
り
。
町
全
体
で
の

検
討
を
。

🅐� 
町
全
体
で
は
未
実
施
で
各
支

部
実
施
。
大
下
条
で
も
事
業

実
施
困
難
の
声
あ
り
。
新
年

度
会
議
時
に
ご
意
見
等
聴
取

予
定
。
予
算
必
要
の
支
部
も

あ
り
、
調
整
必
要
。

🅠� 
中
学
校
管
理
費
３
６
０
万
円

程
増
は
一
貫
校
関
係
の
町
費

で
見
る
分
か
。
い
つ
ま
で
一

貫
校
続
け
る
つ
も
り
か
。

🅐�
校
長
教
頭
が
減
り
、
教
員
３

人
中
１
人
分
を
町
費
負
担
す

る
分
。
一
貫
校
の
期
間
、
決

ま
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
。

🅠� 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
森
整
備
事

業
で
教
育
委
員
会
に
対
し
て

は
、
総
務
課
等
と
連
携
取

り
、全
体
計
画
突
合
し
、防
災

部
分
の
計
画
や
記
念
館
、
美

術
館
等
全
体
整
備
計
画
や
、

野
球
人
口
等
を
勘
案
し
た
観

覧
席
等
整
備
、
町
外
者
呼
ん

で
大
会
実
施
す
る
等
ソ
フ
ト

面
、
ハ
ー
ド
面
と
5
か
年
実

施
計
画
を
示
す
こ
と
。

🅠�
野
球
人
口
が
減
少
中
、
大
谷

選
手
か
ら
グ
ロ
ー
ブ
等
届
く

と
思
う
が
、
小
学
校
4
校
分

集
め
れ
ば
12
個
。
学
校
教
育

や
自
然
の
家
等
で
何
か
利
用

方
法
等
教
育
委
員
会
検
討

を
。

🅐�
人
数
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

一
つ
に
集
ま
っ
て
行
え
る
よ

う
な
考
え
方
も
あ
る
と
思

う
。

🅠� 
新
野
、
富
草
小
１
５
０
周
年

記
念
事
業
実
施
。
大
下
条
小

も
要
望
等
あ
っ
た
ら
対
応

を
。

🅐�
令
和
７
年
度
他
の
小
学
校
と

同
じ
く
対
応
予
定
。

🅠�
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

資
料
に
病
気
に
な
ら
な
い
、

糖
尿
病
に
な
ら
な
い
働
き
か

け
行
う
旨
説
明
あ
っ
た
。

🅐� 
当
町
の
糖
尿
病
患
者
増
加
傾

向
。
将
来
、
透
析
・
介
護
状

態
で
医
療
費
・
介
護
費
増
加

防
止
の
た
め
保
健
師
デ
ー
タ

活
用
し
、
啓
発
し
て
い
く
。

🅠� 
Ｊ
Ａ
歯
科
医
師
よ
り
歯
周
病

に
つ
い
て
お
話
聞
い
た
。

🅐�
歯
科
と
医
療
連
携
重
要
と
見

直
さ
れ
て
い
る
。
富
草
生
活

習
慣
病
健
診
の
折
、
北
海
道

大
歯
科
医
師
が
口
腔
内
の
様

子
確
認
。
当
町
は
北
海
道
の

町
と
比
較
し
残
存
歯
が
少
な

い
が
機
能
的
に
使
用
し
て
い

る
と
の
こ
と
。
歯
科
検
診
定

期
的
に
さ
れ
た
い
。

　

後
期
高
齢
者
負
担
率
を
引
上

令
和
6
年
度

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

令
和
6
年
度

　
後
期
高
齢
者
特
別
会
計
予
算

主
な
審
議
内
容

主
な
審
議
内
容

当初予算額 （単位：千円）

会　　　　計 本年度当初予算額 前年度当初予算額 増減額 増減率％

一 般 会 計 4,444,500 4,060,000 384,500 9.5

国民健康保険特別会計 469,913 535,000 △ 65,087 △ 12.2

後期高齢者医療特別会計 80,879 71,600 9,279 13.0

介 護 保 険 特 別 会 計 808,637 837,000 △ 28,363 △ 3.4

簡 易 水 道 事 業 会 計 419,126 355,500 63,626 17.9

下 水 道 事 業 会 計 170,351 201,083 △ 30,735 △ 15.3

合　　　計 6,393,406 6,060,186 300,329 5.5

令和6年度阿南町一般会計・特別会計・事業会計当初予算の概要

自然の家利用者数増加
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げ
、
若
年
層
の
負
担
減
と
出
産

育
児
一
時
金
の
支
給
費
用
一
部

支
援
と
な
っ
た

　

介
護
保
険
料
所
得
10
段
階
が

13
段
階
と
な
り
、
低
所
得
者
1

～
3
段
階
が
安
く
、
10
～
13
段

階
が
高
く
な
る
。
当
初
予
算
に

は
反
映
し
て
い
な
い
の
で
、
今

後
補
正
。
今
年
度
全
体
で
保
険

料
ア
ッ
プ
。

🅠�
職
員
一
人
増
員
。

🅐� 
正
職
員
一
人
増
員
予
定

🅠�
い
こ
い
の
家
等
施
設
閉
鎖
、

休
止
施
設
利
用
対
策
を
。

🅐� 
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　

富
草
、
新
野
の
耐
震
管
へ
の

管
路
更
新
工
事
等
が
主
な
も
の

🅠� 
令
和
5
年
度
か
ら
公
営
企
業

会
計
。
営
業
外
収
益
の
長
期

前
受
金
・
戻
入
、
支
出
の
減

価
償
却
費
は
現
金
で
な
い
と

い
う
こ
と
。
予
算
書
に
示
さ

れ
る
が
、
理
解
に
苦
し
む
。

🅐� 
長
野
共
同
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

委
託
で
資
産
計
算
す
る
。
過

去
の
建
設
改
良
費
で
施
設
等

の
償
却
率
等
で
計
算
。
現
年

以
前
工
事
の
施
設
価
値
の
補

助
金
分
を
金
額
換
算
し
た
も

の
が
長
期
前
受
金
等
、
施
設

資
産
価
値
を
基
準
耐
用
年
数

で
除
し
た
各
年
度
資
産
を
支

出
で
原
価
償
却
さ
れ
る
仕
組

み
。
差
し
引
き
で
マ
イ
ナ
ス

と
な
る
が
、
現
金
で
は
な

く
、
問
題
は
な
い
。

　

北
条
水
中
攪
拌
ポ
ン
プ
、
新

野
浄
水
セ
ン
タ
ー
攪
拌
ポ
ン
プ

更
新
工
事
が
主
な
も
の

🅠�
北
条
処
理
区
の
ポ
ン
プ
、
か

じ
か
の
湯
の
よ
う
に
止
ま
っ

た
ら
困
る
と
思
う
が
。

🅐� 
業
者
が
点
検
メ
ン
テ
を
行
っ

て
お
り
、
2
つ
の
ポ
ン
プ
で

交
互
自
動
運
転
。
異
常
あ
れ

ば
、
町
と
業
者
に
通
報
が
入

る
。
手
動
も
可
能
。

　　

反
対
討
論
等
は
な
し

◆
議
案
第
18
号　
令
和
５
年
度

阿
南
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
7
号
）
に
つ
い
て

◆
議
案
第
19
号　
令
和
6
年
度

阿
南
町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い

て◆
議
案
第
20
号　
令
和
6
年
度

阿
南
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て

◆
議
案
第
21
号　
令
和
6
年
度

阿
南
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

◆
議
案
第
22
号　
令
和
6
年
度

阿
南
町
介
護
保
険
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

◆
議
案
第
23
号　
令
和
6
年
度

阿
南
町
簡
易
水
道
事
業
会
計
に

つ
い
て

◆
議
案
第
24
号　
令
和
6
年
度

阿
南
町
下
水
道
事
業
会
計
に
つ

い
て

　

以
上
7
件
の
審
議
結
果
は
、

「
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
」
と
し
た
。

令
和
6
年
度

　
　
　
　
簡
易
水
道
事
業
会
計

令
和
6
年
度
下
水
道
事
業
会
計

令
和
6
年
度

　
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

主
な
審
議
内
容

主
な
審
議
内
容

主
な
審
議
内
容

議案第 19 号 令和６年度阿南町一般会計予算に対する附帯決議
町当初予算に附帯決議提出‼ 予算決算常任委員会

議案第 19 号 令和６年度阿南町一般会計予算に対する附帯決議
予算決算常任委員会

各
会
計
審
議
結
果

町当初予算に附帯決議提出‼町当初予算に附帯決議提出‼

❺�コミュニティの森整備事業は、令和 6年度を初年度として 5年間にわたる大型事業であり、町民にとっても関
心の高い事業となる。完成後の全体イメージがつかみやすいよう、各年度の事業計画を示すこと。また、防災、
教育・文化、スポーツ等の既設拠点が、より充実し、人々が集うためのソフト面や施設の統廃合等、所管を横
断した計画を一元化し、議会とも充分協議しながら執行すること。

❹�人口減少・少子化に伴い、こども基本法を基に、当町の子ども中心施策を構築し、中学統合問題についても早
期解決を図り、町の教育体系等将来構想を町民に示すこと。

❸�能登半島地震を受け、各分野の備え等改めて想定外のことが浮き彫りとなった。職員の現地支援経験を活かし、
対策の見直しを含め、今回の避難行動カードの配布を契機に、集落ごとの現状を共有し、町民自らがすべきこ
と等を外部専門家等にも協力を仰ぎ、町民への周知・指導を積極的に実施すること。

❷ �DX を推進する上で、総務省の示す推進計画の先を行くスピード感で進めることが阿南町の 20～ 30年後の人
口減少社会に必要不可欠であり、デジタル技術、データ活用、生成AI 等テクノロジーの飛躍的進歩に遅れるこ
となく、町の理想形となる組織や、社会の慣習・仕組み・業務プロセス等 10年後に目指すべきゴールを具現化し
た �DX計画を議会とも協議しながら執行すること。

❶�将来阿南町が生き残るために、地域資源を見直し、地域の強みを生かすためには、職員が苦労するだけでなく、
多くの方（町民、関係人口問わず）の意見を募り、若年層も定住意識を持てる大胆な施策を講じ町民に示すこと。

　予算執行ならびに町政運営にあたっては、現在の事業施策の変更も視野に入れ、阿南町の人口減少スピード
を見越した施策及び事業展開が望まれるため次のとおり決議した。
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１　 月２　 月３　 月

阿
南
町
消
防
団
出
初
式
・
パ
レ
ー
ド

議
会
全
員
協
議
会

県
自
治
政
策
研
修
会　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

市
町
村
議
員
研
修
会（
飯
田
市
）

県
市
町
村
議
会
運
営
研
修
会　
（
松
本
市
）

第
１
回
臨
時
議
会　

議
会
運
営
委
員
会　

全
員
協
議
会

介
護
保
険
事
業
計
画
等
策
定
懇
話
会

飯
田
建
設
事
務
所
懇
談
会　
（
飯
田
市
）

南
部
議
員
交
流
会　
（
泰
阜
村
）

関
東
ふ
る
さ
と
阿
南
会　
（
東
京
都
）

南
部
議
員
評
議
員
会　
（
下
條
村
）

阿
南
町
議
会
勉
強
会（
林
業
関
係
）

県
境
域
議
員
研
修
会　
（
阿
南
町
）

議
会
運
営
委
員
会　

全
員
協
議
会　

阿
南
第
二
中
生
徒
要
望
活
動

下
伊
那
南
部
総
合
事
務
組
合
議
会

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

第
2
回
議
会
定
例
会（
3
月
）開
会

社
会
文
教
・
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会　

全
員
協
議
会　

議
会
本
会
議

町
内
小
学
校
卒
業
式
・
阿
南
第
二
中
学
校
卒
業
式

阿
南
第
一
中
学
校
卒
業
式

第
2
回
議
会
定
例
会（
3
月
）閉
会

議
会
運
営
委
員
会　

阿
南
町
消
防
団
辞
令
交
付
式

7
日

12
日

19
日

22
日

23
日

25
日

26
日

30
日

17
日

22
日

26
日

27
日

29
日

１
日

５
日

８
日

11
日

15
日

16
日

18
日

22
日

31
日

飯田建設事務所懇談会（飯田合庁）県境域開発協議会議員研修会（阿南町民会館）

　

議
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
で
休
止

し
て
い
た
勉
強
会
を
再
開
し
ま

し
た
。
当
番
制
で
テ
ー
マ
を
設

定
し
ま
す
。
第
一
回
は
、
遠
藤

さ
ん
（
池
田
町
在
住
）
を
お
招

き
し
、
地
域
が
直
面
す
る
課
題

に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
携
わ
っ

た
事
業
を
例
に
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
直
面
す
る
一
番
の

課
題
は
人
口
減
少
、
そ
し
て
担

い
手
不
足
。
町
の
総
合
計
画
は

大
変
立
派
だ
が
、
掲
げ
ら
れ
て

い
る
事
業
の
数
々
を
や
る
の
は

誰
か
？
今
後
5
～
10
年
で
何
を

や
る
か
が
決
定
的
に
大
事
。
正

解
は
な
く
、
国
や
県
が
示
す
こ

と
を
や
れ
ば
よ
い
と
い
う
時
代

は
終
わ
っ
た
。
林
業
は
そ
の
地

で
生
活
す
る
た
め
の
手
段
の
ひ

と
つ
。
山
か
ら
利
益
を
得
る
の

で
な
く
、
森
林
空
間
が
持
つ
さ

ま
ざ
ま
な
機
能
を
有
効
に
利
用

す
る
こ
と
が
大
切
。

【テーマ】
　「人口減少下の
　　　　　林業の可能性」

　元池田町職員。2019 年に
退職し、（株）トビムシに入社。
岡崎市で林業や木材流通再興
による地域活性化をうながす
地域商社設立プロジェクトに
携わる。各地の地方創生事業、
その課題などに詳しい。池田
町を拠点に、様々な事業を手
掛けている。

【講　師】 遠藤　孝昭さん
　　　　（株式会社 4DeeR 代表）

（平松・尾崎担当２/22）
  勉強会を行いました
阿南町議会で
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町長あいさつから議会定例会（3 月）

　はじめに　国立社会保障・人口問題研究所の将来推計人口によると、
当町は、2020 年の 4,299 人に対し、2050 年には、53.6％　2,306 人減
の 1,993 人になると試算されています。南部地区の中山間の小規模自治
体は、人口減少、少子高齢化、人手不足等の難題が複合的に発生し、大
変な時を迎えることになります。過ちのない有効的な行政運営を進めな
ければなりません。
　また、マイナンバーカードを利用した各種証明書の『書かない窓口』の
運用を開始しています。

5 年間のコミュニティの森整備事業でどう変わるのか !?

●�令和６年度当初予算案及び主要事業について
　第６次阿南町総合計画を着実に推進するため事務・事業の見直し、職員数・総人件費の適正化、コスト削減に務
める。歳入では、45％を占める地方交付税 20 億 1,100 万円を見込む。歳出では、中長期計画の道路新設改良事業・
都市再生整備計画事業（コミュニティの森）・水道管路更新事業・防災行政無線デジタル化事業・地域公共バス運行
事業他、防災ヘリポート建設事業、清掃費一般事業、インフルエンザ・肺炎球菌予防接種事業等住民生活に必要な
支援事業の制度の見直しと新たな事業の創設の充実を図ります。

●�阿南町総合計画は、令和６年度で前期基本計画の５年が経過し、令和７年度からは、後期基本計画が始まります。
国の創生総合戦略や県の総合５ヶ年計画と整合を図り、計画を策定していきます。

●�介護保険事業は、6 年度から事業計画第９期に入ります。第１号介護保険料は、基準額 6,900 円を維持したいと
考えています。町内の介護保険事業所は、利用者の減少・介護人材不足等により運営が厳しくなっています。

● 都市再生整備計画防災・安全交付金コミュニティの森計画は、6 年度から 5 ヶ年計画で防災施設の機能強化、駐
車場、公園、屋外広場の整備、植樹等整備します。

●和合防災ヘリポートは、現ヘリポートが利用不可となったため、和合大月地籍へ新たに建設します。

● がん患者へのアピアランスケア助成金・高齢者インフルエンザ予防接種・高齢者肺炎球菌予防接種助成金・帯状
疱疹予防接種助成金の見直しと追加をします。

● 水道施設整備補助金、有害鳥獣等捕獲事業檻設置事業補助金、生産・生活基盤整備事業補助金の見直しを行いま
す。これら補助金内容の見直し等は、区長回覧等でお知らせしますので、制度のご活用をお願いします。

『書かない窓口』
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戦
闘
隊
な
ど
の
帰
国
民
を
、
率

先
し
て
国
内
移
住
開
拓
民
と
し

て
村
議
会
へ
提
案
し
、
昭
和
21

年
１
月
31
日
に
西
富
士
の
開
拓

地
入
植
へ
と
導
き
、
西
富
士
に

送
り
出
さ
れ
た
伊
藤
義
美
助
役

が
そ
の
後
の
政
策
を
支
え
た
こ

と
は
公
民
館
報
の
連
載
か
ら
も

周
知
の
通
り
。
歴
史
と
文
化
を

重
ん
ず
る
中
で
、
当
町
で
は
西

尾
実
先
生
が
唯
一
の
名
誉
町
民

と
の
こ
と
だ
が
、
戦
争
か
ら
多

く
の
村
民
の
命
を
守
っ
た
二
人

は
名
誉
町
民
と
し
て
望
ま
し
い

方
々
で
は
な
い
か
。

■
教
委
事
務
局
長　
表
彰
に
つ

い
て
は
住
民
の
方
か
ら
の
声
が

上
が
り
、
町
内
で
表
彰
の
機
運

が
高
ま
れ
ば
取
り
上
げ
て
行
く

流
れ
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

◆
新
設
さ
れ
る
化
石
展
示
館
と

か
じ
か
の
湯
や
陶
芸
館
の
キ
ャ

シ
ュ
レ
ス
問
題
・
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
設

備
の
導
入
は

◆
当
町
の
災
害
対
策
、
遅
い
支

援
に
甘
い
想
定
。
役
場
職
員
だ

け
で
な
く
防
災
士
や
町
民
の
力

の
結
集
を

●
平
塚　
日
本
が
か
つ
て
戦
時

中
に
国
策
で
進
め
た
満
州
開
拓

民
（
分
村
）
は
、長
野
県
が
全
国

一
の
移
住
民
を
送
っ
て
い
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
旧
大
下
条
村
の

佐
々
木
忠
綱
村
長
は
、
村
民
を

一
人
も
巻
き
込
む
こ
と
な
く
拒

み
貫
き
終
戦
を
迎
え
た
。
戦
後

の
混
乱
期
、
多
く
の
国
民
義
勇 平塚伊久夫

問 先駆者を名誉町民に

町内で機運が高まれば検討

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

西富士道の駅から見た開拓地

一般質問の映像配信は阿南町【公式】Youtube チャンネルでご覧になれます ⇨
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●
小
泉　
町
の
30
年
後
に
は
人

口
１
，９
９
３
人
と
国
予
想
。町

運
営
最
上
位
指
針
の
総
合
計
画

後
期
（
令
和
7
年
度
～
）
開
始
。

令
和
6
年
度
策
定
の
方
法
は
。

■
総
務
課
長　
町
民
の
意
見
頂

く
機
会
設
け
、
前
期
で
建
て
た

10
年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
基
に
検

証
委
員
会
等
に
て
修
正
予
定
。

●
小
泉　
町
の
危
機
的
状

況
を
町
民
と
共
有
し
、
各

課
等
所
管
団
体
、
企
業
事

業
所
等
で
働
く
方
、
保
護

者
等
多
分
野
の
多
く
の
意

見
募
り
、
町
民
巻
込
ん
で

計
画
策
定
を
望
む
。
20
～

30
年
後
労
働
力
減
少
し
、

少
数
職
員
で
住
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
図
る
必
要
性
が

あ
る
。
Ｄ
Ｘ
計
画
が
重
要
。
国

人
材
支
援
制
度
活
用
は
。

■
総
務
課
長　
国
が
や
り
な
さ

い
と
い
う
部
分
は
、
思
っ
た
以

上
に
進
ん
で
い
る
。
制
度
等
は

今
後
参
考
と
し
た
い
。

●
小
泉　
（
町
は
人
口
激
減
、国

が
言
う
よ
り
先
進
の
必
要
性
あ

り
。）Ｄ
Ｘ
は
デ
ジ
タ
ル
を
利
用

す
る
こ
と
で
は
な
い
。
慣
習
打

破
、
業
務
過
程
、
組
織
構
造
変

革
等
目
標
の
た
め
に
デ
ジ
タ
ル

を
利
用
し
、
逆
算
し
て
計
画
進

め
る
必
要
性
が
あ
る
。

●
小
泉　
平
成
27
年
度
に
国
が

地
方
定
着
促
進
制
度
創
設
。
自

治
体
が
奨
学
金
返
還
を
負
担
し

た
ら
半
額
を
特
別
交
付
税
措
置
。

町
は
現
在
、
医
療
・
福
祉
関
係

の
町
内
労
働
者
（
町
外
在
住
者

に
も
）
に
奨
学
金
返
還
支
援
と

奨
学
金
制
度
あ
り
。
町
内
在
住

で
飯
伊
地
域
若
者
労
働
者
に
も

奨
学
金
返
還
支
援
策
の
枠
を
作

れ
な
い
か
。

■
教
委
事
務
局
長　
制
度
に
つ

い
て
不
勉
強
。
当
面
は
利
子
補

給
と
し
、
今
後
、
研
究
し
特
別

交
付
税
活
用
も
検
討
し
た
い
。

■
民
生
課
長　
医
療
技
術
者
等

確
保
対
策
奨
学
金
返
還
支
援
制

度
利
用
者
は
現
在
19
名
。

●
小
泉　
医
療
福
祉
従
事
者
確

保
に
成
果
期
待
す
る
よ
う
に
、

若
者
定
着
期
待
し
、
職
業
問
わ

ず
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
の
拡

充
を
強
く
望
む
。

小泉　健一

問 人口減対策国支援活用し
若者奨学金返還支援策を

当面利子補給、特交活用検討
していく

役場組織、書類、書棚が消える
未来予想図は…

問
町
内
若
者
へ
の
定
住

支
援
策
と
し
て
奨
学

金
返
還
支
援
を
‼

尾崎真理子

●
尾
崎　
税
金
か
ら
支
給
さ
れ

る
自
治
体
の
事
業
者
向
け
の
補

助
金
に
商
工
会
へ
の
加
入
を
条

件
づ
け
れ
ば
当
然
反
発
は
予
想

さ
れ
る
が
考
え
は
。

■
総
務
課
長　
町
の
商
工
業
に

お
い
て
阿
南
町
商
工
会
の
存
続

は
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
、

新
た
に
会
員
確
保
の
推
進
や
事

業
支
援
を
行
い
、
会
員
数
の
減

少
を
抑
制
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
。
ま
た
、
商
工
会
は
全
て

の
商
工
業
者
が
加
入
で
き
る
。

入
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
公
平
だ

と
い
う
考
え
方
。

●
尾
崎　
「
空
き
家
利
用
促
進

補
助
金
」に
関
し
て
は
、
空
き

家
を
放
置
す
る
こ
と
の
リ
ス
ク

は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
。
対
象

を
広
げ
、
非
商
工
会
員
に
も
使

え
る
補
助
金
に
し
た
ほ
う
が
、

事
業
効
果
も
高
い
の
で
は
。

■
総
務
課
長　
空
き
家
は
個
人

の
所
有
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
最
終
的
な
責
任
は
所
有
者

本
人
が
負
う
も
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
前
提
。
町
と
し
て

は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的

に
発
揮
す
る
た
め
に
使
用
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
対
象
要

件
を
現
時
点
で
は
広
げ
て
い
く

考
え
は
な
い
。

●
尾
崎　
全
国
的
に
も
高
齢
化

に
よ
っ
て
経
済
規
模
が
縮
小

し
、
商
工
会
会
員
も
減
少
し
て

い
る
。
後
継
者
不
足
は
町
で
も

問
題
で
は
な
い
か
。
会
員
数
を

維
持
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
補
助

金
に
商
工
会
へ
の
加
入
を
義
務

づ
け
る
よ
り
は
、
廃
業
対
策
と

か
、
よ
り
有
効
な
対
策
を
取
っ

た
ほ
う
が
政
策
と
し
て
も
効
果

的
で
は
な
い
か
。

■
総
務
課
長　
通
告
外
の
ご
質

問
。
意
見
と
し
て
は
賜
る
。

●
尾
崎　
事
業
者
向
け
の
補
助

金
、
要
綱
、
条
例
に
は
、
対
象

を
商
工
会
会
員
に
限
定
し
て
い

な
い
も
の
も
あ
る
。
客
観
的
な

基
準
が
あ
る
の
か
。

■
総
務
課
長　
客
観
的
な
基
準

と
い
う
の
は
難
し
い
。
個
々
の

要
綱
の
中
に
は
要
件
を
付
加
す

る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

●
尾
崎　

空
き
家
利
用
補
助

金
、
ま
た
は
商
工
会
員
で
あ
る

こ
と
と
条
件
づ
け
て
支
給
さ
れ

る
商
工
業
者
対
象
の
補
助
金
政

策
は
、
業
者
間
の
対
立
を
招

く
。
よ
り
事
業
効
果
が
高
く
、

よ
り
公
平
な
補
助
金
運
営
を
期

待
し
た
い
。

問「商工会会員であること」
を支給条件とする補助金政
策の見直しを

現時点で緩和の考えなし

◆
育
休
退
園
制
度
の
見
直
し
を

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問
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問 国庫帰属制度による
町税への影響は

問合せはあるが、国に土地を
譲った事例はない 村澤　博光

●
村
澤　
相
続
未
登
記
の
土
地

は
全
国
で
九
州
全
体
の
面
積
に

匹
敵
す
る
時
代
。
相
続
登
記
は

非
常
に
手
間
が
か
か
る
た
め
国

が
対
策
を
打
ち
出
し
、
空
家
対

策
特
別
措
置
法
、
相
続
登
記
の

義
務
化
、
相
続
土
地
国
庫
帰
属

制
度
と
い
う
法
律
を
作
り
、
問

い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
る
。
所

有
権
取
得
を

知
っ
た
日
か

ら
3
年
以
内

に
申
請
必

要
。「
相
続

人
の
申
告
登

記
」
を
し
て

あ
れ
ば
費
用

が
無
料
で
、

国
庫
帰
属
等

の
問
題
は
出

て
こ
な
い
。

相
続
未
登
記

地
が
増
え
る

と
管
理
売
却

で
き
ず
、
国

が
引
き
取
る
相
続
土
地
国
庫
帰

属
制
度
だ
が
、
町
の
固
定
資
産

税
等
、
町
税
収
入
に
及
ぼ
す
影

響
は
。

■
住
民
税
務
課
長　
昨
年
の
5

月
か
ら
始
ま
っ
た
制
度
を
使
っ

て
国
に
土
地
を
譲
っ
た
と
い
う

事
例
は
な
い
。
問
合
せ
の
数
は

結
構
あ
り
、
国
へ
土
地
を
帰
属

し
て
も
、
審
査
手
数
料
が
1
筆

当
た
り
1
万
4
千
円
か
か
り
、

管
理
料
を
事
前
に
納
め
る
必
要

が
あ
る
。
国
に
帰
属
す
る
よ
り

相
続
し
固
定
資
産
税
を
支
払
っ

た
方
が
よ
い
と
い
う
の
が
大
多

数
。
固
定
資
産
税
は
国
の
名
義

に
な
れ
ば
非
課
税
に
な
る
。

　

相
続
登
記
義
務
化
に
関
し
て

も
、
問
合
せ
が
数
多
く
あ
り
、

皆
さ
ん
相
続
に
興
味
を
持
っ
て

き
た
の
で
は
な
い
か
。

●
村
澤　
国
庫
に
帰
属
し
て
非

課
税
に
な
る
と
、
固
定
資
産
税

は
町
税
で
あ
り
、
大
量
と
な
る

と
税
収
面
で
支
障
が
出
て
く

る
。
町
民
の
み
な
さ
ん
に
「
相

続
人
申
告
登
記
」
の
啓
蒙
を
お

願
い
し
た
い
。

◆
災
害
時
避
難
カ
ー
ド
か
ら
小

さ
な
集
落
単
位
の
防
災
マ
ッ
プ

計
画
で
一
人
も
取
り
残
さ
な
い

現
状
把
握
と
共
有
を

◆
県
元
気
づ
く
り
支
援
金
制
度

の
積
極
的
な
活
用
の
後
押
し
を

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

問
どうする？職員不足で待った
なしの介護現場
自分事として考える福祉を

まずは介護予防への個々の取
り組みを支援していく 小澤　亮子

●
小
澤　
当
町
高
齢
化
率
は
約

44
％
、
60
～
74
歳
の
比
率
が
最

も
高
く
、
後
期
高
齢
者
の
独

居
、
夫
婦
の
み
の
老
々
家
庭
が

増
え
、
脳
血
管
障
害
や
認
知

症
、
転
倒
、
骨
折
等
に
よ
り
要

支
援
、
要
介
護
状
態
と
な
り
自

力
で
排
せ
つ
や
入
浴
が
難
し
く

な
る
と
、
夜
間
や
土
日
の
支
援

が
町
の
福
祉
事
業
所
で
対
応
で

き
な
い
た
め
、
特
養
や
老
健
へ

の
入
所
と
な
る
。
町
内
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
休
廃
止
が
相
次
ぐ

中
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
介
護

職
員
確
保
の
た
め
、
介
護
初
任

者
研
修
を
当
町
で
も
力
を
入

れ
、
多
く
の
方
が
資
格
を
取
る

こ
と
で
介
護
人
材
の
間
口
を
広

げ
る
、
県
社
協
の
モ
デ
ル
事

業
の
福
祉
介
護
施
設
の
有
償

お
手
伝
い
サ
ー
ビ
ス「
ス
ケ
ッ

タ
ー
」制
度
の
町
版
の
検
討
を

し
て
は
。

■
民
生
課
長　
お
泊
り
デ
イ
や

緊
急
宿
泊
等
の
介
護
保
険
外
の

サ
ー
ビ
ス
が
今
年
度
末
で
終
了

す
る
が
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
訪

問
ヘ
ル
パ
ー
、
特
養
等
の
中
核

事
業
は
、
利
用
者
数
に
見
合
っ

た
サ
ー
ビ
ス
の
小
型
化
を
検
討

し
継
続
し
て
い
く
。
初
任
者
研

修
は
現
在
下
條
村
で
実
施
し
て

お
り
、
村
外
か
ら
の
受
講
者
も

受
け
入
れ
て
い
る
の
で
こ
れ
を

受
け
や
す
く
な
る
よ
う
検
討
す

る
が
、
ま
ず
は
介
護
予
防
へ
の

個
々
の
取
組
を
町
で
支
援
し
て

い
く
。
医
療（
生
活
習
慣
病
予

防
や
口
腔
ケ
ア
等
）と
介
護
の

一
体
的
な
取
組
の
普
及
に
力
を

入
れ
、
専
門
職
の
ア
ド
バ
イ
ス

と
共
に
リ
ス
ク
の
あ
る
生
活
を

見
直
し
、
対
象
者
を
作
ら
な
い

こ
と
に
方
向
転
換
し
て
い
く
。

●
小
澤　
介
護
保
険
を
支
え
る

40
、
50
代
、
も
っ
と
若
い
世
代

か
ら
運
動
習
慣
の
定
着
や
食
習

慣
の
見
直
し
、
年
に
一
度
の
健

康
診
断
等
、
徹
底
的
に
意
識
改

革
を
図
る
こ
と
が
重
要
。
介
護

福
祉
が
正
念
場
の
現
状
を
町
民

が
知
り
、
情
報
を
共
有
し
、
み

ん
な
で
考
え
て
い
く
こ
と
が
大

切
に
な
る
。

不動産登記を早めに

閉所が決まったいこいの家
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町
内
の
10
数
名
以
上
の
方
々

の
賛
同
を
得
て
、
協
力
隊
希
望

者
を
受
け
入
れ
、
農
林
業
に
従

事
し
て
い
た
だ
き
、
指
導
を
受

け
な
が
ら
学
ん
で
い
く
。

　

い
く
つ
か
の
仕
事
を
年
間
を

通
し
て
経
験
し
て
い
く
事
に

よ
っ
て
、
両
者
に
共
通
の
カ
レ

ン
ダ
ー
が
で
き
、
移
住
や
自
立

へ
の
道
が
開
け
て
い
く
と
思
わ

れ
る
。

　

さ
ら
に
、
指
導
や
技
術
を
提

供
す
る
農
林
業
の
方
々
も
、
年

間
を
通
し
て
教
え
る
事
は
無
理

で
も
、
最
盛
期
や
、
大
事
な
期

間
を
限
定
し
、
2
、
3
ヶ
月
の

指
導
で
良
い
の
な
ら
負
担
も
少

な
い
。
受
け
入
れ
可
能
と
の
返

答
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

■
総
務
課
長　
任
期
中
地
域
と

の
良
い
関
係
を
築
き
、
定
着
さ

方
々
と
地

方
へ
の
移

住
希
望
者

と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
に

よ
り
、
効

果
が
あ
る

と
考
え
て

い
る
。

れ
る
な
ら
ば
あ
り
が
た
い
事
と

考
え
て
い
る
。

●
太
田　
前
例
の
な
い
取
り
組

み
で
、
多
少
の
リ
ス
ク
は
考
え

ら
れ
る
が
、
ぜ
ひ
協
力
し
て

や
っ
て
い
き
た
い
。

■
総
務
課
長　
ま
ず
は
要
望
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
具
体

的
な
制
度
設
計
に
つ
い
て
懇
談

し
、
考
え
て
い
き
た
い
。

●
太
田　

町
全
体
で
取
り
組

み
、
様
々
な
業
種
、
具
体
的
な

作
物
や
人
手
の
ほ
し
い
時
期
な

ど
、
一
歩
進
め
た
組
織
を
作
る

よ
う
協
力
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

●
太
田　
荒
廃
農
地
や
後
継
者

対
策
は
。

■
振
興
課
長　
農
業
経
営
者
基

盤
強
化
促
進
法
に
よ
り
、
地
域

計
画
の
作
成
に
向
け
て
意
向
調

査
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
農

地
の
保
全
を
優
先
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

●
太
田　
農
業
者
や
林
業
者
の

問 地域おこし協力隊の
募集を

まずは要望書を提出いただき、
その後考えていきたい 太田　直昭

要望書

◆
災
害
の
町
の
対
応
は
。
全
国

に
発
信
で
き
る
対
策
を

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

問 福祉施設の人材不足
に支援を

町で応募につながるチラシを作
るなど協力したい

新野デイサービスセンター

●
金
田　
福
祉
施
設
の
人
手
不

足
に
よ
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
き

た
。
介
護
職
員
の
平
均
賃
金
は

全
産
業
平
均
よ
り
も
7
万
円
低

く
、
離
職
す
る
人
が
増
え
て
い

る
原
因
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ

て
い
る
。
今
年
度
の
介
護
報
酬

改
定
に
お
い
て
、1
・
59
％
プ
ラ

ス
で
も
、
月
額
6
千
円
の
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
で
は
、
ほ
か
の
産
業

に
追
い
つ
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

介
護
保
険
に
対
す
る
国
の
負
担

を
大
幅
に
増
や
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

　

町
で
は
年
距
離
通
勤
者
へ
の

支
援
や
資
格
を
取
得
し
よ
う
と

す
る
人
に
対
す
る
補
助
を
し
て

い
る
が
、
新
た
な
支
援
と
し
て
、

求
人
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
募
集

す
る
際
の
手
数
料
を
町
で
見
て

あ
げ
ら
れ
な
い
か
。

■
民
生
課
長　
求
人
サ
イ
ト
で

採
用
し
た
場
合
は
年
収
の
３
分

の
１
と
か
な
り
高
額
な
手
数
料

を
支
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
地
元
採
用
で
な
い
と
地
元

に
定
着
し
な
い
と
も
聞
い
て
い

る
。
サ
イ
ト
か
ら
の
求
人
を
町

で
後
押
し
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
町
で
応
募
に
つ
な
が
る
よ

う
な
チ
ラ
シ
を
作
っ
て
窓
口
に

置
く
な
ど
職
員
募
集
に
協
力
し

た
い
。

金田　　豊
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編
集

記
後

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
、
議
員

間
の
協
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

20
年
後
、
町
の
人
口
は
３
千

人
を
下
回
る
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
や
が
て
く
る
未
来
を
見

越
し
、
ど
ん
な
町
に
し
た
い
の

か
、
そ
の
た
め
に
議
会
は
何
が

で
き
る
の
か
。
そ
ん
な
こ
と
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
話
し
合
い

が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　去
る
3
月
21
日
、
栗
生
勝
由

前
議
長
よ
り
伊
藤
公
市
副
議
長

に
対
し
て
、「
令
和
6
年
3
月
31

日
を
も
っ
て
議
員
辞
職
す
る
」

旨
の
議
員
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、

同
日
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
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自動車による移動投票所を

要望書プレゼン中

車
等
で
移
動
し
て
行
う
も
の
で
、

近
年
開
設
自
治
体
が
少
し
ず
つ

増
え
て
い
る
。

　

現
在
役
場
本
庁
や
各
出
張
所

で
行
っ
て
い
る
期
日
前
投
票
所

と
同
様
の
形
態
が
必
要
と
な
る
。

　

投
票
率
や
高
齢
者
等
の
投
票

機
会
の
向
上
に
は
有
効
な
手
段

と
思
わ
れ
る
。
ほ
か
の
自
治
体

の
状
況
や
実
施
方
法
を
参
考
に

し
て
確
実
な
方
法
と
実
施
で
き

る
時
期
を
選
挙
管
理
委
員
会
で

模
索
し
て
、
多
く
の
有
権
者
が

安
心
し
て
参
加
出
来
る
選
挙
を

目
指
し
て
ま
い
り
た
い
。

●
藤
澤　
投
票
率
を
上
げ
る
こ

と
が
大
事
。
た
だ
職
員
、
選
挙

管
理
委
員
の
負
担
が
増
え
る
が
、

投
票
率
向
上
を
考
え
れ
ば
、
ぜ

ひ
直
近
の
選
挙
か
ら
実
施
し
、

投
票
率
が
県
下
一
高
い
地
域
を

目
指
す
こ
と
を
期
待
す
る
。

問 自動車による移動
投票所の開設を

●
藤
澤　
選
挙
の
投
票
率
。
天

龍
村
で
自
動
車
に
よ
る
移
動
投

票
所
の
開
設
を
、
今
年
村
長
選

か
ら
実
施
。
県
内
で
は
、
自
動

車
に
よ
る
投
票
を
実
施
し
て
い

る
箇
所
が
6
箇
所
程
。
高
齢
化
、

人
口
減
少
の
進
む
中
、
人
件
費

削
減
の
た
め
投
票
所
を
少
な
く

し
て
き
た
が
、
投
票
率
は
年
々

低
下
し
て
い
る
。
今
回
こ
の
天

龍
村
の
実
施
す
る
自
動
車
に
よ

る
移
動
投
票
所
を
参

考
に
、
当
町
も
こ
の

方
法
を
実
施
し
、
投

票
率
の
向
上
を
。

　

町
と
し
て
選
管
へ

の
協
議
、
取
組
み
は

考
え
て
い
く
か
。

■
総
務
課
長　
投
票

率
向
上
の
為
の
自
動

車
に
よ
る
移
動
投
票

所
開
設
に
つ
い
て
は
、

期
日
前
投
票
を
自
動

藤澤　隆壽

投票率向上のために検討
していく

◆
国
土
強
靱
化
に
伴
う
地
震
対

策
で
、
公
共
施
設
（
学
校
・
町

民
会
館 

他
）、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

壁
、
ブ
ロ
ッ
ク
壁
等
ま
た
地
滑

り
地
域
の
点
検
は
ど
の
様
に
実

施
し
て
い
る
か

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
森
一
帯

5
ヶ
年
大
型
計
画
開
発
実
施
す

る
。
開
発
に
あ
た
り
Ｒ
１
５
１

号
線
か
ら
見
え
る
場
所
に
事
前

Ｐ
Ｒ
看
板
の
掲
出
設
置
を

　

2
月
27
日
㈫
議
会
全
員
協
議

会
終
了
後
、
阿
南
第
二
中
学
校

2
年
生
7
名
に
よ
る
、
学
校
遊

具
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
関
す
る
要

望
書
が
提
出
さ
れ
た
。

　

人
口
減
少
と
少
子
化
が
進
む

中
、生
活
環
境
を
向
上
さ
せ
、地

区
の
良
さ
や
伝
統
を
つ
な
い
で

い
く
た
め
、
新
設
や
既
存
の
公

園
の
改
修
を
検
討
し
、
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
進
め
た
結
果
、

地
区
の
中
心
部
に
位
置
す
る
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
既
設
公
園
よ

り
ア
ク
セ
ス
も
良
好
な
こ
と
か

ら
、
よ
り
多
く
の
人
が
集
ま

る
場
所
に
な
る
と
考
え
た
。

　

保
小
連
携
の
た
め
園
児
向

け
の
砂
場
や
玩
具
、
子
ど
も

に
人
気
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊

具
や
幅
広
い
世
代
の
健
康
作

り
に
背
伸
ば
し
ベ
ン
チ
等
の

他
、
住
民
が
集
い
休
憩
出
来

る
あ
ず
ま
や
と
水
道
の
設
置
、

遊
具
下
に
安
全
対
策
の
チ
ッ

プ
を
敷
く
こ
と
や
防
犯
に
も

つ
な
が
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ソ
ー
ラ
ー

街
灯
な
ど
も
含
め
て
提
案
さ

れ
た
。
こ
れ
を
受
け
議
会
は
関

係
機
関
と
調
整
、
町
長
は
前
向

き
な
回
答
を
し
た
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

阿
南
第
二
中
学
校
２
年
生
に
よ
る
要
望
書

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
遊
具
増
設
」憩
い
の
場
に

阿南町議会HP

議会ホームページでは
本議会ライブ配信や、
議会だよりをご覧いた
だけます。

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
遊
具
増
設
」憩
い
の
場
に

栗
生
勝
由
前
議
長

　
　
　

の
議
員
辞
職


